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明
治
四
年
三
月
に
金
沢
医
学
館
に
医
学
教
師
と
し
て
着
任
し
た
ス
ロ
イ
ス
は
、
当
年
は
植
物
学
の
講
義
を
し
た
。
本
講
義
に
つ
い
て
は
拙
著
論
文
（
１
）
で
、
オ
ー
デ
マ
ン
箸
「
オ
ラ
ン
ダ
の
自
然
史
・
植
物
編
」
（
２
）
を
使
用
し
て
、
と
く
に
薬
用
植
物
を
撰
ん
で
講
義
し
て
い
た
こ
と
を
記
し
た
。
つ
づ
い
て
、
明
治
五
年
に
は
薬
剤
学
の
講
義
を
行
っ
て
い
た
（
３
）
。
本
講
義
は
藤
本
純
吉
に
よ
り
そ
の
講
義
の
総
て
が
筆
記
さ
れ
て
、
講
義
録
一
巻
、
一
一
巻
、
三
巻
と
し
て
残
さ
れ
て
いる（金沢市立玉川図書館近世史料館蔵）（４）。この程、こ
の
講
義
録
に
目
を
通
し
た
と
こ
ろ
、
驚
く
べ
き
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
ス
ロ
イ
ス
は
引
用
し
た
薬
用
剤
の
原
料
植
物
の
学
名
、
オ
ラ
ン
ダ
名
、
そ
の
舎
密
性
有
効
成
分
名
、
効
能
、
使
用
容
量
を
詳
し
く
講
義
し
て
い
た
。
特
に
重
要
な
「
舎
密
性
有
効
成
分
」
の
記
載
は
、
当
時
の
多
の
薬
剤
学
書
、
薬
物
学
書
に
は
不
記
載
で
あ
る
ことから生薬学史、薬剤学史、天然物化学史、医学史的に注
目される事柄である。
本
稿
で
は
「
薬
剤
学
巻
一
・
有
機
性
薬
剤
・
上
」
と
「
同
巻
二
・
ス
ロ
イ
ス
薬
剤
学
に
記
載
さ
れ
た
生
物
由
来
の
有
効
成
分
金
沢
市
板
垣
英
治
有
機
性
薬
剤
・
下
」
に
記
載
さ
れ
た
有
機
性
薬
剤
の
舎
密
性
有
効
成
分
に
重
点
を
置
い
て
記
述
し
た
。
ス
ロ
イ
ス
口
述
・
藤
本
純
吉
筆
記
の
薬
剤
学
巻
之
一
の
最
初
の
頁
を図１に示した。
薬剤学Ⅱ曰呉の国の、曰の＆８「メジカ」は「メジキュス」即医
と
云
う
意
に
し
て
「
ド
ク
ト
オ
ル
」
と
異
な
り
、
即
「
メ
ジ
キ
ュ
ス
」
は
広く他学を学ばすして只医薬のみ用いる事を学び、后此官を
受
る
者
を
云
う
な
り
、
と
記
し
て
い
る
。
薬
剤
学
の
道
に
は
４
点
が
あ
る
。
第
一
は
其
の
物
品
は
何
体
に
属
す
る
を
知
る
。
第
二
に
は
舎
密
抱
合
を
知
る
。
第
三
に
は
理
学
性
作
用
を
知
る
。
第
四
に
は
病
理
作
用
を
知
る
こ
と
で
あ
る
。
図
１
、
ス
ロ
イ
ス
口
述
・
藤
本
純
吉
記
「
薬
剤
学
」
巻
之
一
の
最
初
の
頁
、
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
近
世
史
料
館
蔵
（
４
）
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据
溌
栓
譲
や
垂
察
・
鰯
鷺
》
甥
：
孚
擁
八
嘩
爽
式
鈴藤江（ｆ麩舎奪声帝詑
３６
有
機
性
薬
剤
を
分
類
す
る
と
表
一
に
示
し
た
様
に
、
収
散
剤
、
苦
味剤、アルコール性薬、揮発性動物性薬、龍脳性薬、複雑
花性植物薬（顕花植物由来の薬剤）、辛鰊薬、バルサム剤、
油性華累斯性薬、強烈剤、興奮下剤、駆虫剤、利尿剤、麻
その理学性作用とは健康体に触れて発現する作用である。
即
ち
健
人
或
い
は
犬
馬
等
に
与
え
試
し
知
る
こ
と
で
あ
る
。
病
理
性
作用は病体に触れて発現するの効能である。即ち病者に試
験
し
て
知
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
生
理
活
性
物
質
の
「
も
の
」
を
知
る
こと（化学）と生理作用、病理作用を知る事が重要である。
薬剤学には二般あり、甲は医学に属し、その健康及び疾病
の人身体に触れて営むべき効能を論ず（生理・病理学）、乙
は薬局学に属して其の製法を論ずる者である（製剤学）。
本
薬
剤
学
の
付
録
で
は
薬
剤
の
製
法
お
よ
び
分
析
に
つ
い
て
記
載
しているが本稿では略した。巻之一には有機性薬剤を一七
○種、巻之では一三○種、合計一一一百種が記載されている（巻
末の表一参照）。巻之三には無機性薬剤一七七種がある。以
上の中から有機性薬剤について次ぎに記す。なお、有効成
分
で
ホ
ル
ト
ル
マ
ン
の
講
義
で
教
え
ら
れ
た
分
子
式
を
書
き
加
え
た
（５，６）。
有
機
性
薬
剤
と
そ
の
有
効
成
分
酔
剤
、
滋
養
剤
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
。
向
日
ｂ
貢
自
曰
呂
８
は
抗
リ
ュ
ウ
マ
チ
剤
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
に
含
ま
れ
る
薬
剤
の
内
で
舎密性有効成分が挙げられているものをまとめ表二に有効
成分六十二品目を掲載した。この中には植物性アルカロイ
ドが多数含まれている。次ぎにこの中から具体的に数例を
挙
げ
て
簡
単
に
記
載
し
た
。
注
は
（
）
内
に
記
し
た
。
１
、
収
散
剤
しｇｇｇの三口、の昌一⑧蘭・］○○重○×ワの叩臼［の□この曰己Ｑの］のロ。
此の薬剤は窒素不合物にして、収敵性藪味を有し、植物殊に
ｐｐｏ８の》”ロケ冒○の口の（あかね科）、いの、巨曰旨○のロの（まめ科）、
Ｆ呂旨・のロの（しそ科）、勺・］話・口のロの（たで科）、勺・一括ロ］の四の（ひ
めはぎ科）、○口、巳】【の日①四目ロ○８ｍｇ目８の等より得られも
のなり。［性能］［効能］は略す。
没食子○口］］ロのロロの目白ロのⅡ蘭囚囚］ロ。（のロ
是れ葉茎上の腫瘍なり。即ちＣｐのＲｐの旨のの○（○（旨樹葉を
○『ｐｓの旨ののＲ○国ロ虫の埋卵錐を以て穿破し、其部に鰍を
発し、由って成るものなり。この品は多量の「ローイシュール」
を含有す。殊にその黒色のものに於いては愈々多しとす。（ロ
ーイシュールⅡタンニン酸）（Ｃロ白目、Ⅱ樫などのぶな科植
物
、
没
食
子
Ⅱ
虫
こ
ぶ
）
［効能］外用には一オンスの粉末を一ポンドの水を以て煎熱し、
3７
慢
性
皮
膚
病
、
慢
性
潰
瘍
、
創
傷
の
醸
膿
の
過
剰
に
ア
ン
法
と
し
て
用
いる。又白帯下、慢性淋病に注入剤として用いる。（以下略）
タ
ン
ニ
ン
は
没
食
子
酸
と
糖
な
ど
か
ら
成
る
高
分
子
化
合
物
で
あ
り
、
分
解
す
る
と
没
食
子
酸
が
出
来
る
。
こ
の
酸
は
ホ
ル
ト
ル
マ
ン
の講義では、ＣＯ出典○四）四○○○国と教えている。
２
、
苦
味
剤
ショロ日Ⅱ蘭ウ三のＨの曰丘Ｑの｝のご
［性能］消化液の分泌を促進し、消化管の蠕動機を旺盛す。（以
下略）
蒲
公
英
花
・
葉
・
根
（たんぽぽ）
内ロ曰〆の（ロのＳｐＦの○貝○９○口庁国ｘｐ２Ｂ・
蘭弓○弓の］のロ丙【曰Ｑぐ目勺四口己のロウ］○の曰のロ
「
レ
オ
ン
」
は
獅
子
、
「
ト
ド
ン
」
は
歯
「
タ
ラ
キ
サ
キ
ュ
ム
」
は
犬
歯
也
。
是
れ
多
用
す
れ
ば
全
身
煩
躁
及
び
暴
潟
を
起
こ
す
故
に
右
の
如
し
、
母植物は日日沢口・巨日○霞・旨巴のにして、Ｑｓ○日○のロの種に
属す。
そ
の
有
効
成
分
は
苦
味
物
質
「
タ
ラ
キ
サ
シ
ー
子
」
（
タ
ラ
キ
サ
シ
ン
日四国ｘＰＱｐの）および多量の塩類なり。
［効能］肝臓、脾臓の腫張、硬結腸、胃熱、間歌熱、黄胖病、
ヒステリー等に効あり。
［用量］半乃至一オンスの水に煎出、或いは浸出して用いる。
但
し
根
は
煎
じ
、
葉
花
は
浸
出
と
す
べ
し
。
越
幾
斯
王
キ
ス
）
は
一
３
、
含
単
寧
酸
苦
味
薬
シ日四日国ご己０ｍ）旧○○一の（○ｍロ○口ＱのごＱの》ウ三四の曰区ロの｜のご
水楊皮○○耳の×の巴亘のⅡ蘭三一ｍのロウ一口の什
母植物は①巴宣のロ］ケロにして、口一巨口のロの種（ヤナギ科）に属タン
す。其の舎密性成分は苦味の口］』○ご〕の（サリシン）および単
ニ
ン
サ
ン
寧酸等なり。この皮は一一年枝の者を春時未だ花芽を生せざる
前
に
お
い
て
、
こ
れ
を
採
る
べ
し
。
こ
れ
そ
の
冬
時
皮
中
に
含
有
せ
る
水
液
を
全
て
得
る
た
め
な
り
。
［効能］消食機衰弱、間歌熱、酸敗液腺病等に効あり。此のシ
ナは往時その皮を以てキナ皮に代用し、その「サリシ子」は
キ
ニ
ー
ネ
幾尼狸に代用せり。然れどもその効用は幾那皮および「キニー
子」におよばざる事還し。
［用量］半乃至一オンスの水に浸出し、毎二時一食匙「サリシ
キ
ニ
ー
ネ
子」は幾尼標の一二倍量を要す。
サリシンはサリチルアルコール配糖体である。これを加
水
分
解
し
て
酸
化
す
る
と
、
サ
リ
チ
ル
酸
が
得
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
古
く
か
ら
生
薬
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
。
サ
リ
チ
ル
酸
の
名
は①昌〆に由来している。
この酸の分子式は○ｍ西父○四）○○○因である。
含
亜
児
加
里
性
苦
味
薬
自
局
国
巴
・
巴
・
丘
の
口
乃至四菱を一日の量とす。苦味薬汁の加え用いるを佳しとす。
3８
幾那皮○・耳のＸ○三口ロの》８［（の×己の曰く〕目巨の
亜米利加産のロロ・ロ・口口の樹皮であり、舎密性有効成分とし
て幾那酸性物質、幾那亜児加里性物質、幾那中性物質がある。
酸性物質は幾那単寧酸、幾那赤色色素、丙旨○ぐ口国巨貝・
（○「四局○の）》アルカリ性物質は○三己ロ四・○］□＆○已口の
（Ｏ］⑪困囹○ｚ、）・○亘已巳口の（○国国呂ｚ図○ｍ）・
○］ロ○ず○口○三】ロの．四国ロロのである。
ア
ル
カ
ロ
ド
４、亜児加魯伊泥麻酔剤ロ日○○（』８巴百］○一ＱのＰ
コ
ル
ヒ
ク
ム
格
児
矢
屈
謨
冗口＆メウ巳ウロの・の①日の口Ｏ○］○三ＱⅡ蘭己Ｑの］○○の
母植物は○○一Ｏ豆○口目自己曰口巴の（イヌサフラン）なり。こ
の植物は日本に産す。この品を採薬するには、花時を撰ぶべし。
そ
の
有
効
成
分
は
ヨ
ル
ヒ
シ
ー
子
」
（
コ
ル
ヒ
チ
ン
）
な
り
。
こ
の
成
分
は
最
強
き
中
毒
薬
に
し
て
、
四
分
グ
レ
イ
ン
の
一
乃
至
半
グ
レ
イ
ン
を内服すれば死す。
リ
ュ
ー
マ
チ
ス
リ
ュ
マ
チ
ス
［効能］優性両麻質私、水腫但し棲麻質性血液変調に由って来
ジ
キ
タ
リ
ス
ス
キ
ラ
る
者
に
効
あ
り
。
｝
」
の
症
に
用
ゆ
る
に
は
実
文
多
里
私
海
葱
等
の
利
尿
剤
に
伍
用
す
べ
し
。
ま
た
瘻
痛
甚
だ
し
き
者
に
於
い
て
は
阿
片
等
を
配
合するも可なり。
［用量］「コルヒキュム」チンキ十滴乃至三十滴宛て一日二・
三次。
「コルヒキュム」と阿片を配合するには「コルヒキュム」チン
５
、
龍
脳
生
薬
龍
脳
、
樟
脳
○四日ロ百○日
母植物は門口貝巨の８日ロケ○国にしてＰ目１口旨種に属す。この
樹はことに本朝中国のロ日日○国．ボルネオその他「モリュコ」
諸
島
に
産
す
。
龍
脳
を
製
す
る
に
は
、
こ
の
樹
お
よ
び
そ
の
根
葉
を
の一号］］日の円８（昇華とあるが水蒸気蒸留）すべし、この品は
サ
ン
ト
ウ
無色透明軟靭なる結晶あるいは無形の小片にして、寛透性香
エ
ー
テ
ル
気および燃焼性の味あり。また水に溶化せす。酒精、英的累、
脂肪および揮発油には好く溶化し、通常温度に於いて空気中
キ
ー
オ
ン
ス
阿
片
チ
ン
キ
｜
菱
乃
至
二
菱
を
混
合
し
、
一
日
十
滴
乃
至
三十滴宛て一一一・四次。（以下略）
イ
ヌ
サ
フ
ラ
ン
の
ア
ル
カ
ロ
イ
ド
・
コ
ル
ヒ
チ
ン
が
麻
酔
薬
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
！$1iilll1
図２、イヌサフラン
オーデマン箸オランダの自然史
(2)より、本図は植物学の講義で
使用されていた。
３９
に蒸発す。
［性能］消食器を障碍し、血行及び神経機能を興奮し、生殖器
および尿器の機能を静鎮す。西洋において僧徒はこれを袋に
盛り常に陰具の近傍に懸りと。
［効能］ごＣｐｏ己の（チフス）熱の虚脱をうけた者、廃血症にし
て虚脱したもの、倣衝病にして腐敗の傾きを有るもの、慢性
リュウマチス性知覚および運動麻痩にして脱汗するもの、痢
疾および慢性下痢、膀胱痙鍾遺精および情欲過剰花風病、心
志欝憂病、白目旨狂気、０ヶ・門のロ舞踏病に効あり。（外用は略す）
［用量］内用には四分グレインの一乃至五グレイン。これを散
として用いるには一二滴の酒精を混して研砕すべし。
製薬として龍脳チンキ、龍脳石鹸等がある。
樟脳の結晶についての詳しい記述をしている。樟脳の分
子式は、○］○四局○である。
６、強烈剤シ・ロロⅡの＆のｓの己呂の］のロ
ゲ
ン
セ
イ
完菩○口ご弓国。①の・のＣＰＰロのｇのぐ］」のｍの□
これＦ］耳口ぐの凶○日○【厨（発泡）性のもの、これ「インセキタ」
のコレオプテラ即甲状翼虫の属す（ツチハンミョウ、ツチハ
ンミョウ科、鞘肢目）の分泌物にして不快の臭気および強烈
で焼くがごとき味あり。この虫は「カンタリジー子」、龍脳性
物質を含有す。この二成分は針状結晶をなし、「エーテル」及
び揮発油中に溶解す。この一一成分はこの族中の虫にも含有す。
ゲ
ン
セ
イ
例えば加賀産の巷兀蕾等の如し。
［性能］其の大量例えば半菱乃至一菱また莞菩チンキの半オン
ス乃至一オンスを内服すれば強甚な中毒性を示すなり。莞蕾
の少量例えば四分グレインの一乃至一グレイン、或いは一一グ
レインを内服すれば体温を高盛し、小便頻数を起し、かつ尿
を分泌すること多量なり。情欲を興奮す。
［効能］膀胱麻痩、陽勢無力Ⅱ言ロ○（の曰一①不孕Ⅱ、庁の二言の。
［用量］内用には十分グレインの一乃至一グレイン宛一日四回
散あるいは丸となし、あるいは他の薬剤中に混し用ゆ。莞菩
チンキは一滴ないし十滴を他の飲料中に混し用ゆ。（以下略）
其
の
製
剤
莞
蓄
丁
幾
これ莞替一オンスを一ポンドの酒精中に溶解したる者なり。
これを皮膚に塗擦すれば一・二時間の後に発泡す。
莞菩軟膏のＨｇ］口の言ｐ８昌冨風９日□
これ一分の莞菩四分のオリーブ油、テレビンテーナ油および
蝋より制したるものなり。（以下略）
７
、
駆
虫
剤
駆
回
虫
剤
セ
メ
ン
シ
ナ
摂綿支那の①ロ〕のロ、四頁○口頁Ｏ－ｐｐのぐ○日曰胃已Ｑ
母植物は少再の【曰の］口○○貝国にして、昌息三ゴ臼の四種に属す。
この植物は殊にペルジーに産す。この仁（種）には強烈香霞
4０
香
気
あ
り
。
舎
密
性
成
分
は
揮
発
油
、
サ
ン
ト
ニ
ー
子
、
脂
質
、
等
な
り、（キク科シナョモギの小花頭の多量に含まれる）。
［性能］少量に用ゆれば、この品の日〕Ｓ三口のは健康に害なし。
大量に用ゆれば、腸管のカタールを発し、嘔吐、暴潟、腹痛
を起こす。サントニー子を内服し眼球内の液中に達すれば見
所
の
万
物
を
黄
色
に
み
る
。
摂
綿
支
那
及
び
そ
の
成
分
な
る
サ
ン
ト
リ
ー子は回虫を殺死す。
［用量］摂綿支那の粉末は蜜に和し、｜菱乃至二菱プロドーシ
ー、小児に用ゆるには十グレイン乃至一一一十グレイン宛て二・
三回蜜に混し用ゆ。
「サントニュム」は摂綿支那の有効アルカロイデにして、この
粉
末
よ
り
そ
の
効
甚
だ
強
し
。
こ
の
サ
ン
ト
ニ
ュ
ム
は
半
グ
レ
イ
ン
な
いし一グレインをプロドーシ、一日にニグレイン乃至一一一グレ
イ
ン
、
あ
る
い
は
六
グ
レ
イ
ン
ま
で
を
用
ゆ
。
但
し
小
児
、
老
人
お
よ
び乳母には注意すべし。（以下略）
注
：
プ
ロ
ド
ー
シ
投
与
す
。
８
、
下
剤峻下剤口・国四己貝、臼〕言」三画三四（ＤＢのは８）
ヤ
ラ
ッ
パ
繭刺巴日ロ富〕巴四ＤＣ口のⅡ〕巴四二のご急○耳の］
母植物は毎○曰○の口）巴四目口のにして、○。ごく○］ぐの１口○の口の種
（
ヒ
ル
ガ
オ
科
）
に
属
し
、
メ
キ
シ
コ
に
産
す
。
舎
密
性
成
分
は
一四］ｇ旨の：貝］②］§旨の等なり。（この塊根に有効成分、配
糖体が含まれる）
［効能］腸管の慢性カタル、頑固性便秘、門脈血行障碍、月経
閉
止
、
水
腫
に
海
葱
と
配
合
し
て
用
ゆ
。
ま
た
眼
倣
衝
、
脳
膜
炎
、
胸
郭
内
の
貴
重
器
械
炎
に
甘
禾
と
配
合
し
て
強
烈
な
る
反
対
刺
衝
法
と
な
し
て
用
ゆ
る
こ
と
あ
り
。
［
用
法
］
第
一
、
刺
激
剤
と
し
て
甚
だ
軽
量
に
し
て
、
た
だ
一
・
二
グ
レ
イ
ン
を
用
ひ
て
飲
食
消
化
管
の
慢
性
カ
タ
ー
ル
に
効
あ
り
。
第
二
、
下
剤として五’十グレインを慢性便秘に用して効あり。第三、
強烈疏糠剤Ⅱ汀口・亘個のＱの己ぐ目のとしては十’十五あるい
は
三
十
グ
レ
イ
ン
ま
で
を
通
常
甘
禾
に
配
合
す
。
９、強烈利尿剤四貝旨曰貝の（］８
山帰来日日ｘののロの、口のⅡの①ロの、ロゴ○耳の」
これ勺。ごｍ巴口の①ロの、四（セネガ）の根にして、種族は
勺ｏ］］ぬ巴８の（ヒメハギ科）なり。この植物は皇国に産す。こ
の
根
は
強
烈
の
味
を
有
し
、
不
快
の
臭
気
あ
り
。
舎
密
性
成
分
は
「
セ
ニヒー子」（の①ロの四口）、単寧酸等なり。（の①ロの四口はサポニン
である）
［効能］第一、呼吸諸器械の倣衝にして、ここに浸出物を生
す
る
に
由
っ
て
、
こ
れ
を
吸
収
せ
し
め
て
、
或
い
は
こ
れ
を
喀
出
せ
し
め
ん
と
欲
す
る
と
き
は
、
こ
れ
を
用
ひ
ま
た
こ
の
器
は
気
管
支
の
粘
液
漏、百日咳、喘息、肺水腫、胸水に効あり。（怯痩薬）
第
二
、
倣
衝
に
続
発
す
る
種
々
の
腔
内
水
腫
お
よ
び
「
ウ
デ
マ
ー
」
に
４１
考
察
明
治
五
年
に
金
沢
医
学
館
で
ス
ロ
イ
ス
が
講
義
し
た
「
薬
剤
学
」
の
講
義
録
に
は
四
七
七
種
の
有
機
性
薬
剤
、
無
機
性
薬
剤
が
挙
げ
ら
れていた。この有機性薬剤（三○○種）、即ち薬用植物由来
の
薬
剤
及
び
動
物
由
来
の
薬
剤
に
つ
い
て
調
査
す
る
と
、
注
目
す
べ
き
事
柄
と
し
て
「
舎
密
性
有
効
成
分
」
と
記
載
さ
れ
た
成
分
名
で
あ
る
。
例
え
ば
、
駆
回
虫
薬
と
し
て
「
サ
ン
ト
ニ
ー
子
」
と
記
載
さ
れ
ている。これは紛れもなく「サントニン」（の目〔○口旨）であり、
キク科植物よもぎ属の少再の日一の旨８ヨ日・和名「みぶよも
ぎ
」
の
駆
虫
剤
と
し
て
の
有
効
成
分
で
あ
る
。
そ
の
総
数
は
六
十
件
余に昇っている。
当
時
、
西
欧
で
使
用
さ
れ
て
い
た
薬
剤
の
多
く
も
、
ま
た
東
洋
で
漢方薬として使用された薬剤の多くも、植物の有効成分に
よ
る
も
の
が
多
く
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
西
洋
で
は
化
学
、
薬
学
の
効あり。
第三、往時は眼室内の穆血あるいは膿鰺出に用ひしが、方今
尚これを用いる。
［用法］「セニハ」は二菱乃至凹菱を六オンスの水を以て浸出
あるいは煎出剤として用ゆ、粉末、エキスもあり。
（セネガは怯痩薬で使用されているが、この講義では利尿剤の
項に入れられている）
進歩に伴い、薬用植物から有効成分の分離が行われる様に
なり、十九世紀にはすでに多くの有効成分が単離されて有
用化合物として結晶化されていた。この情報をいち早くわ
が国にもたらしたのは、他ならぬスロイスであった。
まず、幕末から明治初期の薬物学書、薬剤学書を調べる
と、宇田川榛斎の文政五年（一八二五）の「遠西医方名物
考」（７）では有効成分に関する事柄は記載されていない。
大田雄寧編著の「薬物学大意三明治十一年、一八七八）（８）
も
記
載
は
無
い
。
同
年
に
大
坂
医
学
校
で
エ
ル
レ
メ
ン
ス
が
講
義
し
た薬物学（曰講記聞）（９）では僅かの記載しかない。津田
ワ
ル
テ
ル
淳一二の訳述した「窺爾的累氏内外方」（発行年不詳、原典は
一八五九年発行）（Ⅱ）でも有効成分の記載はないが、鈴木
孝之助訳著「詳訳薬物学」（明治一四年刊、原典は一八七三
年刊）（Ⅱ）では、有効成分の記載が認められる。本書は東
京
大
学
医
学
部
の
薬
物
学
講
義
に
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
石
川
県甲種医学校でも薬物学講義に使用された（血）、恐らく全
国の甲種医学校で使用されたと見られる。これらの調査の
結果を比較すると、明治五年にスロイスが行った薬剤学の
講
義
の
内
容
は
、
当
時
の
最
先
端
の
内
容
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
出来る。さらに驚くべきことは、スロイスの後任で来沢し
たホルトルマンの行った有機化学の講義である（５）。拙稿
「オランダ人医師、Ａ、Ｃ・ホルトルマンの有機化学講義、「
４２
等が記載されている。
少再の曰」の旨里〕の」ロ＆旨日Ｆ・アルセ
三日風○日置○百日○三］］ロＦ・カミー印
刺
激
性
苦
味
剤
有機化学」（６）で報告したが、多くの天然有機化合物の分子
式を教えていた。例えば幾那アルカロイド類ｌ・巨口＆・己ｐｐ
ｏ亘已＆口①五口○ぐ目ロ貝》マチンのの庁三・百三口①ワ２口口の．
コピーの８魚の」ロ①カカオのＳの○宮○日一口①など多数であ
る。金沢医学館、医学所および医学校では、薬剤の有効成
分
を
舎
密
性
有
効
成
分
と
し
て
化
学
、
薬
学
の
立
場
か
ら
全
国
で
初
め
て
講
義
し
て
い
た
と
云
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
本薬剤学を学習することにより初めて薬剤の処方菱を解
読することが可能となる。「スロイス方叢」（⑬）および「ホ
ルトルマン氏方集」口）に記載された処方を解読すること
が
出
来
る
。
例
え
ば
ス
ロ
イ
ス
方
叢
の
つ
ぎ
の
処
方
は
珊篤尼裡四グレイン、大黄末一匁、蒋刺巴末ニグレイン、
白
糖
一
莞
、
五
六
才
児
の
虫
症
に
良
し
は
、
サ
ン
ト
ニ
ン
の
駆
虫
作
用
、
ヤ
ラ
ッ
ペ
は
緩
下
剤
と
し
て
さ
ら
に
大
黄
末
も
下
剤
と
し
て
作
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
よ
く
回
虫
の駆除を行うことができる様に工夫された処方と見られる。
スロイスが植物学講義（昭）で取りあげ、「薬局に供す」
と
説
明
し
て
い
た
次
の
植
物
は
本
薬
剤
学
で
は
、
そ
の
効
能
、
用
法
ア
ル
セ
ム
カ
ミ
ー
ル
ア
ジ
セ
ン
亜
爾
蘇
、
苦
味
剤
加
密
列
花
少
目
］
８
日
・
二
目
四
Ｆ
・
ア
ル
ニ
カ
亜
児
尼
加
根
及
び
花
苦
味
剤
ア
ル
ニ
シ
ン
可・の曰・已口目・窪・冒巴の佃．（可・ぐ已囚貝の言〕］］）ウイキョウ
傘
花
状
植
物
面
香
符
ロ
ロ
の
］
揮
発
油
緩
性
刺
激
薬
冨のロＳ四○口のＣｐＦ・ハッカ薄荷草
揮
発
油
、
香
気
、
冗
進
剤
凶ロ四目の口］すロド．カラシ芥子油
強烈剤、辛烈苦味剤、舎密性成分の旨壱一口の
ロ
呉
ロ
日
の
（
日
日
○
口
旨
日
チ
ョ
ウ
セ
ン
ア
サ
ガ
オ
蔓
陀
羅
華
緩
性
麻
酔
剤
ま
た
、
動
物
学
講
義
（
肥
．
Ⅳ
）
で
取
り
あ
げ
た
次
の
も
の
か
ら
の
薬剤の説明もあった。
ジャコウネコ冨○の・言の曰○の○三の日の欝香曰○のＳｐの
ロ
８
日
神
経
系
統
興
奮
剤
（
ム
ス
コ
ン
）
コクショ子ラ○○○○］○口の］］伊○○○旨の８９］（植物風）
百日咳きに効あり（○○○宮の曰」］のコチニール）
○巴ョのの□のＰ。］己ｂのＰＥのＨ○口の》ぬ巴｛］］》○巴ロ○○（》
没
食
子
、
タ
ン
ニ
ン
酸
以
上
、
ス
ロ
イ
ス
「
薬
剤
学
」
の
講
義
で
は
、
わ
が
国
で
初
め
て
薬
剤
中
の
化
学
的
有
効
成
分
に
関
し
て
の
説
明
を
し
て
い
た
。
4３
文
献
１
、
板
垣
英
治
「
ス
ロ
イ
ス
の
講
義
か
ら
植
物
学
講
義
と
オ
ー
デ
マ
ン
植
物
図
鑑
の
関
係
」
北
陸
医
史
第
二
七
巻
、
第
一
号
、
八十’八五頁。（二○○六）。
２、○巨Ｑの曰口ＰＰＦ：貢ｚ異口日］」〕丙の国】の（○○［］のぐ目
三のＱの１回口Ｑ・ロの句］○国一・同ロロ丙の》シ曰の（のａロー］⑫毛・
金沢大学附属図書館蔵。
３、藤本純吉、「石川県医学沿革記」二一頁、修学年限表
金沢市立玉川図書館近世史料館蔵。
４
、
ス
ロ
イ
ス
ロ
述
・
藤
本
純
吉
筆
記
「
薬
剤
学
、
巻
之
－
１
巻
之
三」（明治五年）、金沢市立玉川図書館近世史料館蔵。
５、ホルトルマン口述・藤本純吉筆記「有機化学」全四巻。
金沢市立玉川図書館近世史料館蔵。
６、板垣英治「オランダ人医師Ａ、Ｃ、ホルトルマンの有機
化
学
講
義
、
一
、
有
機
化
学
」
化
学
史
研
究
第
三
一
巻
、
第
一
号、一’一三頁、（一一○○四）。
７、宇田川榛斎「遠西医方名物考」文政五年（一八二五）。
８
、
大
田
雄
寧
「
薬
物
学
大
意
」
巻
之
一
、
巻
之
二
、
明
治
十
一
年
（一八七八）。国会図書館デジタルリブラリー。
９、エルレメンスロ述、三瀬諸淵訳「曰講記聞」薬物学、
、
、
津
田
淳
三
訳
述
「
窟
爾
的
累
氏
内
外
方
」
（
発
行
年
不
詳
、
原
、
エ
ル
レ
メ
ン
ス
ロ
述
、
二
明
治
十
一
年
二
八
七
八
）
。
典一八五九年刊）。
、、鈴木孝之助訳述「抄訳薬物学」第二版、明治十四年（’
八
八
二
。
ｕ、板垣英治「石川県甲種医学校の医学教育、医学教科書
と参考書から医学教育を見る」日本海域研究、第四十号、
九一’一○三頁、（二○○九）。
田
、
ス
ロ
イ
ス
ロ
述
・
藤
本
純
吉
筆
記
「
ス
ロ
イ
ス
方
叢
」
、
金
沢
市立玉川図書館近世史料館蔵。
Ⅲ
、
ホ
ル
ト
ル
マ
ン
口
述
・
藤
本
純
吉
筆
記
「
ホ
ル
ト
ル
マ
ン
氏
方
集」、金沢市立玉川図書館近世史料館蔵。
項
ス
ロ
イ
ス
ロ
述
・
藤
本
純
吉
筆
記
「
植
物
学
」
、
金
沢
市
立
玉
川
図書館近世史料館蔵。
肥、スロイスロ述・藤本純吉筆記「動物学」、明治四年、
金沢市立玉川図書館近世史料館蔵。
Ⅳ、板垣英治「スロイスの「動物学講義」とロロ５口の○戸
爲口Ｒの（の○８口（ざの四口の①］のロ９国、］の烏ロロュの（」、ろ）薯に
ついて、北陸医史、第一一九巻、第一号、三四’四十一一一頁
（二○○八）。
4４
表１．スロイス薬剤学の目次と項目数
薬剤学巻之一有機性薬剤上
有機酸８
収数材１４
苦味剤６３
純粋苦味薬５，塩基`性苦味薬４，
粘滑性苦味薬５，揮発油性苦味薬８，
含単寧酸苦味薬３，
含亜児加里性苦味薬
甲シンコ子一エ２３，
乙斯篤里幾寧英１１，
丙骨喜寧英４
亜児箇児性薬１７
酒精類６，酒類２，英的爾９
揮発動物性薬２
龍脳性薬８
複雑花性植物１９
唇花状植物１０，傘花状植物５
辛鰊薬４
抜爾撒謨剤８
油性華累斯性薬７
Empyreumaticall
強烈剤９
．合計１７０
ロベリヲセコニ１
緩性麻酔剤９，
純粋麻酔剤９，
阿片亜児加魯乙甸
（アヘンアルカロイド）６
滋養剤
蛋白質１５
動物性蛋白質５，植物性蛋白質８，
含油及蛋白質性子実４，
脂肪８
動物性脂肪２，植物性脂肪６，
付録５，
鯨油，glycerinum,護謨江良斯質加
白蝋，黄蝋，過落順
含水炭素２１
単純糖３，複雑糖７，澱粉含有諸剤４
護護及粘稠薬７
その他３
含液子実２，石核実１
合計１３０
薬剤学巻之三
無機性薬剤１７７
薬剤学巻之二有機薬性剤下
香霞性強烈剤１４
催吐強烈剤１
興奮下剤２
峻下剤９
強壮下剤６
駆虫剤６
駆條虫剤３，駆回虫剤３
強烈利尿剤４
強烈漬血剤７
麻酔剤２７
酸性麻酔剤３，
強烈麻酔剤（メランタセーエ）３，
ラニユンキュラセエ２，
４５
表２.スロイス薬剤学に記された生薬の有効成分名
有効成分名生薬名 植物学名
収散剤
没食子 QueI℃usinibctoria，
CynipsimbctoriS，
Que２℃usmbur
Acaciacatechu
DepIQanocalqpussenegzI上nsiS
ID可ameriatlTandra
looizuuEgalnotenzuur〉
樹皮（かしわ）
あせんやく
阿仙薬
きなどむ
貴納護謨
くらにあ
刺苔尼亜根
gaUuszuumquercine，
catechuzuuEcatechulooizuur
chinolooizumG
looizuulWaluruszuur
苦味剤
かつしあ
括失亜樹皮Quasiaamara quassin
たんぽＩ蚕
蒲公英花葉根TkaxacumolHTCinaﾉe traxacine
こるんぽ
格倫僕根Menispermumpalmatumcolumbine苦味結晶物
いらんたし、
依蘭苔CbtI9amiS1andjbuscetrarine,cetrarizuur
かすかりじ十
葛斯ｶﾛ里児刺皮ＣｂｍｔｏｎｅﾉuteITacascarmine(diterpene）
燈皮Citrusaumntieaurantine,hesperdine,valericacid
こつふ
忽布（hop）HumIIIsﾉUpuﾉus lupuUne
あじせん
亜爾蘇葉穂htemiSiaabsinthiumabsinthine
蝉皮MicMbasancine，（saliciricasid）
幾那皮CinchonapuZpureachimna,cinchomne,chimdine，
aricine，キナアルカロイド
cinine,kinovazuur
まちん
番木麓（マチン）StI:yUhnostieutestrychimne,brucine
こひ－ねえ
骨喜寧英coffineaeCbabaaz9abjCacaffbine,theme
テオブロマカカオZYheobmmacacaocacaoon,theobromme,tanmne
亜児箇児性薬
葡萄酒
麦酒
亜児箇児(24-27％）
亜児箇児(1-9％),ｈｏｐｏｉｌ，gerst（大麦）
龍脳性薬
龍脳LaususcamphoI9a camphor
4６
きつそうこん
纈草根
あるに力、
亜児尼ｶﾛ根花
安息香
蘓合香
乳香
た－る
釜児（樹H旨）
ﾘﾉZIIemmaoiｼ;ｉｍ１ａﾉﾌﾞ白 valerifmzuur
比“
ｍ
ｍｎｅａ耽
麺Ｍ 錘
・函
伽ＳＳ脇
伽獅
arnicme（揮発油）
安息香酸benzoicacid
揮発油，安息香酸
masticine,揮発油，樹脂
eupion,pasaffine,pikamar;pittakoU，
kreosoot,koutazyn,teerome
BetuLla肋ａ
げんせい
莞簑亨
白芥子，
Ｌ(yttavesibatomlカンタリジーネcantharidme
黒芥子SmaPiSmgTae,Salbaes1nap1ne,n1gros1ne
薬剤学巻之二
香寅性強烈剤
丁字EugDniacazyOplUUlatacaryophenoLeugenol，
番椒Capsibumanuumcapslc1ne
とこん
吐根ＣもphaeZiSipecacuanhaenletme,ipecacuanhazuur
下剤
せんな
施羽Ｋ
やらっぺ
;ﾄﾞﾋﾞｱ刺巴
Cassmsenna
｣Pmoea/aZappae
cathartine(sennoside）
jalapinezuuLjalapme
elatorine（アルカロイド）
colocynthine,colocynthidine
エラテリュムMDnordiCaelatel9mm
ころしんと
格録菫篤CucumjScolOqynthjS
落葉松耳
あるえ
廠蒼
大黄根
AgHriCusaLuS
Albejucida
RheumｐａＺｍａｔｕｍ
agaricine,Iaricme，
aloene,fat
chrysophaanzuur;tamlinezuur
駆虫剤
ふりくま
綿馬根
石榴根皮
さんとにね
摂綿支召Ｋ
BQ1Xpodiummixmas
Punjbagranatum
filiciszuur；
granacme，ピリシー子
santoninFDＡｒｔｅｍＩｓｚａｃｏｎｍａ●●
4７
利尿剤
すぎら
海葱 scmitine（強心配糖体）ｓｅｉルヨｍａＦブヴｍａ
せれが
山帰来
コクシヲ子ラ
senegin（サイコサボニン）
cochineal，コチニール（コクシオ子ラ）
pblygzI1asenega
Cbccuscacti
強烈清血剤
しなえ
支刃B根
ゆそうぼく
癒瘡木
ＳｍﾌﾞﾉaxchjnHeRmilachine
GUIaiaaImoflF7mTaIe gualacmars，gualac1ne，gualac1nezuur
麻酔剤
こるひし_ね
格児失屈謨 Cbjbhicumautumna上colchitme（コルヒシー子）
Vbz1atrumalbaveratrinealkaroid白蕊蘆
SemenSabadmaeSa6a〔MaolHHUinanSveratrme,sabarine(alkaroid）
隻鷲菊（ソウラン菊）Acon伽mnapellusacomtine(alkaroiCD
烏頭napelline（alkaroid）
じきたりす
実芙答禾11私DjgitaljSpu23pZmea digitarine
CalabarbeanHiysostigmavGnenosumcalabarme,physostigmme
ばっか<麦奴CIalxiCepspuzpuz1eaergotine(indolalkaroid）
煙草葉Mmtianatabacummcotine
莨砦AtmpaMIadOnnaatropine
まんだらげ
蔓陀羅華DatImast型mnnfIJmdaturine
ひよすしあむす
罪沃私矢亜母斯HyosciaInusnIg巴r hyosciamine(alkaroid）
そらぬむ蜀羊泉SblanumduZcamaresolanine(alkaroid）
シクテ矢嶋答OoniIImmacuIatumconiine(cicutine),conhydrme(alkaroid）
チサ園生高苣LactucasativalactucariuIn(thridax）
阿芙蓉Eapadersomniibrummorphine,pseudomorphine,thebaine，
narcotine,codeｍｅ,papaverine等
4８
